
平成最後の新年を迎える2019年。多死社会の到来とともに、在宅医療に携わ

る専門職たちは地域の暮らしを支えるキーパーソンとして重要度・注目度が増し

ています。そんな彼・彼女らは基本的に、1人で訪問・訪室する場で、責任をもっ

てケアを提供することを求められます。ただ、中小規模の組織に所属することが

多く、体系だった教育・研修や、先輩から学ぶ機会や情報を得られにくい状況

もあるのが現状です。今号は、訪問看護・介護関係者にとってこそ必須な「お

とな（専門職）の学び」について、その楽しい出会い方・続け方を紹介します。

おとなの学びへの招待
在 宅ケアを楽しく続けるために 

特集
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